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☆ ☆にんにく☆

　タコライスは沖縄県
おきなわけん

発祥
はっしょう

です。

　1980年代
ねんだい

に、米軍
べいぐん

基地
き ち

近
ちか

くの飲食
いんしょく

店
てん

で

アメリカ兵
へい

のためにボリュームのある料
りょう

理
り

を提
てい

供
きょう

したことが始
はじ

まりです。

　タコスの具
ぐ

をレタスやトマト、チーズと

ともにご飯
はん

にのせたことで生
う

まれました。

「タコス」＋「ライス」＝タコライスで

す。ちなみに、タコスはメキシコの料
りょう

理
り

で

す。

　「具
ぐ

雑
ぞう

煮
に

」は、お雑
ぞう

煮
に

の一
いっ

種
しゅ

で、長
なが

崎
さき

県
けん

の島
しま

原
ばら

半
はん

島
とう

で食
た

べられているものです。

　島
しま

原
ばら

半
はん

島
とう

で戦
たたか

いが起
お

こった際
さい

に、体
たい

力
りょく

を

つけるためにお餅
もち

・山
やま

の幸
さち

・海
うみ

の幸
さち

を合
あ

わ

せ、煮
に

て食
た

べたのが「具
ぐ

雑
ぞう

煮
に

」の始
はじ

まりと

されています。特
とく

徴
ちょう

は具
ぐ

沢
だく

山
さん

なことです。

　給食
きゅうしょく

の具
ぐ

雑
ぞう

煮
に

には、
、

鶏
とり

肉
にく

・しいたけ・
・

昆
こん

布
ぶ

・人
にん

参
じん

・大
だい

根
こん

・里
さと

芋
いも

・白
はく

菜
さい

・お餅
もち

が入
はい

っ

ています。

　「りんごが赤
あか

くなると医
い

者
しゃ

が青
あお

くなる」

ということわざがあります。これは、栄養
えいよう

満点
まんてん

のりんごをみんなが食
た

べると、病
びょう

気
き

に

なる人
ひと

が減
へ

って、医
い

者
しゃ

がもうからなくなる

という意
い

味
み

です。りんごは、実
み

と皮
かわ

の間
あいだ

の

ところに特
とく

に栄養
えいよう

素
そ

が多
おお

く含
ふく

まれていま

す。給食
きゅうしょく

では、実
み

と皮
かわ

の間
あいだ

の栄養
えいよう

素
そ

もとれ

るように皮
かわ

付
つ

きのりんごを出
だ

しています。

　今日
き ょ う

の献立
こんだて

は、小学校
しょうがっこう

1年
ねん

生
せい

の国
こく

語
ご

で習
なら

う物
もの

語
がたり

「たぬきの糸
いと

車
ぐるま

」にちなんだ、たぬ

き汁
じる

です。実
じっ

際
さい

にたぬきのお肉
にく

が入
はい

った汁
しる

物
もの

もあるそうですが、給食
きゅうしょく

ではこんにゃく

が入
はい

った汁
しる

物
もの

を出
だ

します。たぬきのお肉
にく

の

代
か

わりにこんにゃくを入
い

れるため、「たぬ

きが化
ば

けた」と見立
み た

てたという説
せつ

をはじ

め、いくつか名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

があります。物語
ものがたり

の世
せ

界
かい

と一緒
いっしょ

に楽
たの

しんでください。

　にんにく特有
とくゆう

のにおいは「アリシン」と

いう成分
せいぶん

です。アリシンには疲
ひ

労
ろう

回
かい

復
ふく

の効
こう

果
か

があるため、にんにくはスタミナ源
げん

と言
い

われています。はるか昔
むかし

にエジプトでもに

んにくが食
た

べられていて、ピラミッドを作
つく

るためににんにくを食
た

べてスタミナをつけ

ていたそうです。

　ツタンカーメンのお墓
はか

からもにんにくが

発見
はっけん

されました。

１月 Bコース
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　大
だい

豆
ず

は「畑
はたけ

の肉
にく

」と呼
よ

ばれます。日
に

本
ほん

人
じん

は、昔
むかし

から肉
にく

などの動
どう

物
ぶつ

性
せい

食品
しょくひん

が少
すく

ない食
しょく

事
じ

をとっていました。そのため、植物
しょくぶつ

性
せい

食
しょく

品
ひん

の中
なか

でも、良質
りょうしつ

なたんぱく質
しつ

と脂
し

質
しつ

が多
おお

い大
だい

豆
ず

が、肉
にく

に代
か

わる食材
しょくざい

とされ、このよ

うに呼
よ

ばれてきました。大
だい

豆
ず

は他
ほか

にもカル

シウム、食物
しょくもつ

繊
せん

維
い

、鉄
てつ

などの体
からだ

に良
よ

いもの

を沢
たく

山
さん

含
ふく

んでいます。今日
き ょ う

の給食
きゅうしょく

は、「大
だい

豆
ず

とじゃこの唐
から

揚
あ

げ」です。

　チャプチェは韓
かん

国
こく

の家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

です。

　肉
にく

を細
ほそ

切
ぎ

りにして炒
いた

めたもので、近
きん

代
だい

に

入
はい

ってからは春
はる

雨
さめ

も入
い

れるようになりまし

た。しょうゆベースの甘
あま

辛
から

い味
あじ

でご飯
はん

が進
すす

みます。韓
かん

国
こく

ではチャプチェをご飯
はん

の上
うえ

に

のせて丼
どんぶり

にした「チャプチェパプ」も人
にん

気
き

があります。

　牛肉
ぎゅうにく

を使
つか

うのが定
てい

番
ばん

ですが、給食
きゅうしょく

では牛
ぎゅう

肉
にく

の代
か

わりに豚
ぶた

肉
にく

を使
つか

います。

　タッカルビの「タッ」は「鶏
とり

」、「カル

ビ」は「あばら骨
ぼね

」のことで、骨
ほね

のまわり

の肉
にく

を食
た

べるという意味
い み

です。

　韓国
かんこく

の伝統的
でんとうてき

な料
りょう

理
り

のタッカルビにチー

ズをトッピングするとチーズタッカルビに

なります。

　今日
き ょ う

のチーズタッカルビには、鶏肉
とりにく

・４

種類
しゅるい

の野
や

菜
さい

・チーズ・トック（餅
もち

）など、

様々
さまざま

な具
ぐ

材
ざい

が入
はい

っています。

　1月
がつ

22日
にち

は、全国
ぜんこく

の学校
がっこう

給食
きゅうしょく

で人
にん

気
き

のカ

レーを出
だ

すことが呼
よ

びかけられ、「カレー

の日
ひ

」に定
さだ

められています。今日
き ょ う

のカレー

は、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

とバターで作
つく

られたルウを使
つか

わ

ずに、香
こう

辛
しん

料
りょう

と果
くだ

物
もの

などで辛
から

味
み

とうま味
み

、

コクを出
だ

し、米
こめ

粉
こ

でとろみをつけて作
つく

りま

した。食物
しょくもつ

アレルギーにも配
はい

慮
りょ

しているの

で、いつもとは一
ひと

味
あじ

違
ちが

うカレーを、みなさ

んで一緒
いっしょ

に味
あじ

わってみてください！

　鱈
たら

は漢
かん

字
じ

に「雪
ゆき

」が入
はい

っているように、

雪
ゆき

が降
ふ

る冬
ふゆ

に旬
しゅん

を迎
むか

える魚
さかな

です。

　鱈
たら

は体長
たいちょう

1mほどの大
おお

きな魚
さかな

で、大
おお

きな

口
くち

を開
あ

け、なんでも食
た

べておなかが膨
ふく

らん

でいます。そのため、沢山
たくさん

食
た

べることを

「鱈腹
たらふく

食
た

べる」と言
い

います。

　鱈
たら

は脂
し

肪
ぼう

が少
すく

なく、たんぱくな味
あじ

の白
しろ

身
み

魚
ざかな

で幅広
はばひろ

い料
りょう

理
り

に使
つか

われます。今日
き ょ う

はマリ

ネにしました。

　　台湾
たいわん

では夜
よ

市
いち

が有名
ゆうめい

で、夜
よる

になると屋
や

台
たい

が人
ひと

でにぎわっています。今日
き ょ う

の給食
きゅうしょく

で

は、台湾
たいわん

の夜
よ

市
いち

や食堂
しょくどう

で人
にん

気
き

なルーロー飯
はん

が登場
とうじょう

します。

　ルーロー飯
はん

は、豚肉
ぶたにく

を甘辛
あまから

いタレで煮込
に こ

み、ご飯
はん

にかけた料
りょう

理
り

です。

　今日
き ょ う

の給食
きゅうしょく

を食
た

べて、台湾
たいわん

に行
い

った気
き

分
ぶん

を味
あじ

わってください。

　今日
き ょ う

は、東
とう

京
きょう

都
と

の食材
しょくざい

を沢
たく

山
さん

使
つか

いまし

た。多摩市
た ま し

産
さん

大根
だいこん

の味
み

噌
そ

汁
しる

には、名
な

前
まえ

の通
とお

り、多摩市
た ま し

の農
のう

家
か

さんが心
こころ

を込
こ

めて作
つく

って

くださった大根
だいこん

が入
はい

っています。東
とう

京
きょう

都
と

に

は島
しま

もあるので、ごま酢
ず

和
あ

えには東
とう

京
きょう

都
と

の

島
しま

"伊豆
い ず

諸島
しょとう

"産
さん

のテングサという海藻
かいそう

で

作
つく

った糸
いと

寒天
かんてん

が入
はい

っています。そして、

「めだいのスタミナだれかけ」のめだいは

東京
とうきょう

都
と

の島
しま

でとれる魚
さかな

です。

　今日
き ょ う

の給食
きゅうしょく

は山口県
や ま ぐ ち け ん

がテーマです。

　チキンチキンごぼうは、山口県
や ま ぐ ち け ん

の給
きゅう

食
しょく

献
こ ん

立
だ て

のマンネリ化
か

を防
ふ せ

ぐために各
か く

家
か

庭
て い

のオリ

ジナル料
りょう

理
り

を募
ぼ

集
しゅう

したことで誕生
たんじょう

しまし

た。今
い ま

では山口県
や ま ぐ ち け ん

のソウルフードとなって

います。

　けんちょう汁
じ る

は、豆
と う

腐
ふ

・大
だ い

根
こ ん

・人
に ん

参
じ ん

を煮
に

込
こ

んだ山口県
や ま ぐ ち け ん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

"けんちょう"を汁
し る

物
も の

にしたものです。

　日
に

本
ほん

における給食
きゅうしょく

の始
はじ

まりは、1889年
ねん

（明
めい

治
じ

22年
ねん

）に山形県
やまがたけん

の小学校
しょうがっこう

で貧
まず

しい

子
こ

どもに無
む

償
しょう

で昼食
ちゅうしょく

を提
てい

供
きょう

したこととされ

ています。その時
とき

の給食
きゅうしょく

はおにぎり、塩
しお

鮭
ざけ

、お漬物
つけもの

でした。　そして、今日
き ょ う

の栄養
えいよう

味噌
み そ

汁
しる

は1923年
ねん

（大正
たいしょう

12年
ねん

）に給食
きゅうしょく

で出
だ

されていた、栄養
えいよう

満点
まんてん

で具
ぐ

沢
だく

山
さん

なお味
み

噌
そ

汁
しる

です。給食
きゅうしょく

の歴
れき

史
し

を振
ふ

り返
かえ

り、毎日
まいにち

の食事
しょくじ

に感謝
かんしゃ

して食
た

べましょう。

　春
はる

雨
さめ

は、中国
ちゅうごく

で1000年
ねん

ほど前
まえ

から作
つく

ら

れていたそうです。細
ほそ

くて透
とう

明
めい

な姿
すがた

が春
はる

の

雨
あめ

を連
れん

想
そう

することから「春
はる

雨
さめ

」という名
な

前
まえ

になりました。春
はる

雨
さめ

には大
おお

きく分
わ

けて2種
しゅ

類
るい

あります。じゃがいもやさつまいもの澱
でん

粉
ぷん

から作
つく

られる普
ふ

通
つう

春
はる

雨
さめ

と緑豆
りょくとう

澱
でん

粉
ぷん

から作
つく

られる緑豆
りょくとう

春
はる

雨
さめ

です。今日
き ょ う

のスープには、

弾
だん

力
りょく

がありコリコリとした食感
しょっかん

で歯
は

ごたえ

のある緑豆
りょくとう

春
はる

雨
さめ

が入
はい

っています。


